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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

「水巻町防犯の日」宣言大会を盛大に開催

十
一
月
八
日
、
毎
年
十
二

月
の
第
二
日
曜
日
を
「
防
犯

の
日
」
と
定
め
る
、
定
言
大

会
が
、
町
民
会
館
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
防
犯
協
会
の
呼
び

か
け
に
町
内
各
地
区
か
ら
の

参
加
者
、
各
種
団
体
か
ら
の

参
加
者
約
五
百
名
、
会
場
と
な
っ
た
町

民
会
館
ホ
ー
ル
は
、
人
で
溢
れ
ん
ば
か

り
、
最
近
の
犯
罪
情
勢
が
少
年
非
行
の

増
加
と
覚
せ
い
剤
乱
用
者
に
よ
る
事

件
、
通
り
魔
殺
人
事
件
な
ど
身
近
な
事

件
の
多
発
に
よ
り
、
住
民
の
感
心
も
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
最
後
に
粟
川
タ
ツ
エ
さ
ん
が
「

・一一′．・‥・－．－．‘．・－′．．‥．．■ｔ．一．－・．Ｊ′、．．・．、′．一・．．′．、．・＝ヽ＿■‾㌧．．′■ヽ＿．．‘．．．一一一．‥・‾ヽ＿′Ｈ．．一．、‖・．、一′一．．．′′、．．．．ヽ．′Ｈ・‖一．ヽ．．．．．－′．・

もみんなそろって明るい正月を勺

「歳末たすけあい運動」にご協力を
12月1日～12月20日

犯
罪
を
防
止
し
明
る
く
住
み
よ
い
社
会

の
建
設
の
た
め
、
今
後
よ
り
一
層
の
啓

も
う
と
実
践
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
を

宜
冒
し
ま
す
。
」
と
力
強
く
大
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
町
内
パ
レ
ー
ド

を
行
な
っ
て
町
民
に
防
犯
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。

町
内
パ
レ
ー
ド
で
町
民
に
ア
ピ
ー
ル

町の　人口
（10月末現在）

人　口　　　　27，958人
男　　　　　13，657人

女　　　　14，301人

世母数　　　8，865世帯
（10月異動）
転入171人　　出生　46人

転出120人　　死亡18人
職権消除　1人

犬の放し飼いはやめましょう・／（浩慧孟宗諸賢や料金の集金）

と
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立
冬
も
過
ぎ
、
め
っ
き
り
寒
く
な
り

暖
房
を
使
う
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

例
年
、
暖
房
器
典
の
使
い
始
め
に
火
災

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
火
災
の
中
で
住
宅
火
災
は
全

体
の
三
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
－

こ
の
原
因
の
七
～
八
割
は
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
な
の
で
す
。

い
う
な
ら
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
に

「
出
火
原
因
」
は
頼
数
に
こ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。
お
風
呂
の
消
し
忘
れ
、
こ
た

つ
や
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
電

気
器
具
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
、
た
ば
こ
の

火
の
不
始
末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
点
火

し
た
ま
ま
の
給
油
、
ベ
ン
ジ
ン
、
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
火
気
へ
の
接
近
な
ど
、
数

え
あ
げ
た
ら
き
り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

火
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
常
に

頚
に
お
き
、
十
分
注
意
を
は
ら
い
ま
し

ょ
，
つ
。

ま
た
、
火
災
は
尊
い
命
を
奪
い
ま
す

特
に
、
身
体
の
不
自
由
な
人
、
老
人
（

寝
た
き
り
、
独
り
住
い
）
、
幼
児
な
ど

自
分
の
力
で
避
難
が
で
き
な
い
人
が
約

六
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
の
元
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

を

丁

－

1

。

○
防
火
週
間
中
一
日
2
回
、
朝
七
時
と

夜
八
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

0
1
1
月
2
9
日
に
郡
内
を
防
火
パ
レ
ー
ド

い
た
し
ま
す
。
　
水
巻
町
内
の
パ
レ
ー

ド
時
閲
は
、
1
2
時
3
0
分
か
ら
1
4
時
の
予

定
で
す
。

福
間
県
民
火
災
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
町
消
防
用

で
は
、
県
民
火
災
共
済
の
世
許
を
行
っ

し

て
い
ま
す
。
　
こ
の
共
済
保
険
は
、
全

国
市
町
村
の
消
防
団
員
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
掛
金
が
安
く

加
入
が
簡
単
で
、
被
災
の
時
は
恵
ち
に

契
約
金
を
支
払
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防
団
分

団
か
役
場
社
会
疎
ま
で
、
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

▽
掛
金

。
専
用
住
宅
及
び
動
産

㈱
木
造
1
一
、
五
〇
〇
円

㈲
鉄
筋
↓
二
〇
〇
〇
円

。
併
用
住
宅
及
び
動
産

㈱
木
造
1
二
、
六
〇
〇
円

㈲
鉄
筋
1
二
六
〇
〇
円

※
放
低
2
日
、
保
障
額
1
ロ
に
つ
き
5
0

万
円
、
一
年
契
約

十
一
月
三
日
、
文
化
の
口
。
こ
こ
古

賀
公
民
館
で
は
、
初
め
て
の
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
香
道
や
盆
栽
・
写
黄
・

生
花
・
手
芸
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た

観
賞
者
に
好
評
な
の
は
、
抹
茶
の
も

て
な
し
、
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
、
見
事

第

3

3

回

人

権

週

間

1

2

月

4

日

～

1

0

　

日

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
無
理
を
強
早
り

れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
た
り
、

老
人
や
子
供
・
身
体
の
不
自
由
な
方
で

虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
も
し
あ
る
時
は
、
地
元
の
人
柄

擁
護
委
員
又
は
法
務
局
及
び
そ
の
支
局

に
お
申
出
く
だ
さ
い
。
調
査
の
う
え
、

そ
の
よ
う
な
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
適
切
な
処
博
を
と
り
ま
す
。

ま
た
、
人
称
間
組
に
限
ら
ず
家
庭
内

の
問
題
、
相
続
問
題
、
金
銀
貸
借
間
慮

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。本

町
の
入
植
補
選
要
員
は
次
の
三
名

の
方
で
す
。

今
年
も
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
は
、
「
人
楕
週
間
」
で
す
。

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
恵
法

で
「
基
本
的
人
権
」
を
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
人
権
が
侵

害
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

し

下机猪
二　　鰯

菩柴岡
田　田
サ

カ静隆
二　耳ｌ一一

公給領収証を受けとりましょう．／　●すし屋・スナック2，000円、旅館での
宿泊は4，000円を超えるとき1割の税が課税されます。
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生
活
の
苦
し
い
方
に

冬
期
（
越
年
）

町
で
は
、
生
活
の
苦
し
い
方
に
対
し

て
、
次
の
と
お
り
越
年
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

▽
見
舞
金

一
世
帯
当
り
　
8
、
4
0
0
円

一
人
当
り
　
1
、
0
0
0
円
（
世

帯
主
を
除
く
）

▽
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
1
5
％
増
額
し

た
基
準
以
下
の
世
帯

⑧
月
収
は
、
家
族
全
員
の
合
算
し
た

も
の
で
、
年
額
の
1
2
分
の
1
の
額

見
舞
金
を
支
給

▽
手
続
き

①
各
地
区
の
民
生
委
員
に
、
1
2
月
1
0

日
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

⑧
年
金
（
恩
給
も
含
む
）
受
給
者
は

証
寮
の
記
号
番
号
と
年
金
額
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
審
査
方
法

民
生
委
員
か
ら
挺
出
さ
れ
た
も
の

を
町
が
審
査
し
ま
す
。

▽
支
給
の
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑥
収
入
例
（
月
収
）

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
2

歳
か
ら
1
4
歳
の
子
供
∴
人
の
場
合

1
9
万
8
1
7
円
以
下
の
世
相

㊥
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
5

歳
か
ら
1
7
歳
の
子
供
二
人
の
場
合

1
9
万
9
5
5
円
以
下
の
世
帯

⑧
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場

合
9
万
9
、
8
4
7
円
以
下
の
世
帯

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

1
0
万
2
、
0
3
2
円
以
下
の
楷
帯

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
地
区
の
民
生

委
員
又
は
役
場
社
会
課
民
生
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

（

骨

2

0

1

・

4

3

2

1

〕

スケッチで綴る炭鉱の思い出

絵本「セイタカアワダチ草」を出版

炭
鉱
の
名
残
り
、
ポ

タ
山
や
炭
住
を
ス
ケ
ッ

チ
と
思
い
出
話
し
で
綴

っ
た
、
絵
本
「
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
草
」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
本
を

出
さ
れ
た
の
は
、
猪
熊

で
絵
画
教
室
を
開
い
て

お
ら
れ
る
佐
藤
幸
乃
さ

ん
。
佐
藤
さ
ん
も
炭
鉱

町
出
身
。
今
は
住
人
も

去
り
朽
ち
果
て
た
炭
住

や
ポ
タ
山
に
生
い
茂
る

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
葦

絵
一
つ
．
一
つ
に
哀
愁
を

感
じ
さ
せ
る
本
で
す
。

絵
本
の
ほ
し
い
万
は

お
分
け
す
る
そ
う
で
す

佐
藤
さ
ん
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

（

食

2

0

2

・

2

2

2

5

）

文
化
祭
短
歌
・

水
巻
町
短
歌
会
と
俳
句
会
で
は
、
文

化
祭
の
行
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会
を

開
き
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
兢
い
合
い

ま
し
た
。

◎
短
歌

（
大
会
賞
）
明
日
は
こ
の
炭
住
長
屋
の

壌
ゆ
と
苫
ふ
路
地
の
か
た
へ
に
コ
ス

モ
ス
揺
る
る
　
ー
　
机
　
岩
井
な
ち
え出版された「セイタカアワダチ草」

俳
句
入
選
作

（
町
長
賞
）
ゆ
く
秋
の
音
と
恩
ひ
て
踏

み
し
め
ぬ
峡
の
小
径
に
つ
も
り
し
落

葉
を
－
－
宙
恕
　
岡
本
ま
き
ゑ

（
議
長
賞
）
白
雲
を
浮
か
べ
て
ダ
ム
は

静
も
れ
り
祖
母
め
で
し
家
湖
底
に
沈

め
　
－
　
頃
末
　
行
徳
は
る
え

（
教
委
賞
）
菊
咲
け
ば
そ
ぞ
ろ
に
茸
草

の
詩
お
も
ふ
戦
の
庭
に
も
た
し
な
み

秘
め
し
か
　
－
　
岡
垣
　
宮
田
隆
祐

（
毎
日
新
聞
社
賞
）
有
明
の
月
を
い
た

だ
き
発
つ
吾
の
遺
踏
む
ズ
ッ
ク
の
白

さ
鮮
ら
し
1
机
　
吉
田
照
子

（
西
日
本
新
聞
社
貿
）
子
ら
去
り
し
広

場
の
隅
の
夕
影
に
菊
の
ひ
と
む
ら
自

ら
じ
ら
と
立
つ

1
猪
熊
町
住
　
田
申
秀
樹

◎
俳
句

（
町
長
賞
）
杖
立
て
て
直
す
身
仕
度
敬

老
日
　
－
　
頃
末
　
　
　
岩
下
次
代

（
議
長
賞
）
陸
橋
の
風
に
蛸
榔
枯
れ
は

じ
わ
7
－
－
下
二
　
　
　
田
中
博
幸

ｌ
Ｆ

■■■ｔ■■ｔ■■■ｉ■■二ｉ■■■二■■■■■暮■■■■■■■■
ｌ

■「「■■暮■〓■■＿■■「■ｔｔ■●

）

■
■
≡
－
－
■
■
ｌ
≡
ｌ
■
■
≡
こ
■
ト
Ｌ
≡
■
■
≡
一
－
■

ひろと

宇山　博大　ちゃん
昭和56年2月7日姓

（怠学）さんの次男

起きてる時は、這ったり、伝奮

い歩きをして家中を動き回るワ　孟
ｔ

ンバク坊主です。でも眠くなる

とタオルを抱いて寝るあまえん≡
■

坊です。　　（下二町任86号）！
ＬＪｌｌ‖■Ｊ ＭＨＴｒＩｌｌ川ｔ■ＨＨＩＪ■川Ｉｒｌ ｆｌ‖Ｌｒ＊1ＩｒＨｑＪ ｒｌｒｌＬＩＴ1．1日ｌＪ

しゆんすけ

安倍　俊介　ちゃん
昭和56年2月8日生

（崇毒）さんの胡

飲んペェー（もちろんミルク

です）で体は梗準以上。部屋の

中を遣い回っては何でも口の申

わんぱくでも元気に育ってと願

っています。（鯉口団地1棟）
■ｂｌＨｌｌｂｂｌＩＩＩｒＪｌＨ＝ＩＪ ＯＨｌｌｌｔｌ．ＩＨＨ■ｆｌ川ＩＩＪｔＨＩｒｌ■ＪＩＴ

ゆうすけ

緒方　雄介　ちゃん
昭和56年3月8日生

憎撃）さんの朋

食欲旺盛で、お風呂好き。元

気に家中を遣い回っている今日

このごろです。このまま健康で

育ってほしいものです。

ｌ
≡
．
■
■
≡
－
－
■
■
一
－
≡
■
＿
≡
ｌ
－
■
ｔ
≡
1
－
■
＿
≡
－
ヒ
▼
■
三
．
－
●
■
≡
－
－
＿
■
≡
－
．
＿
■
．
－

（
教
育
長
賞
）
背
開
き
の
鮨
干
さ
れ
り

十
三
夜
　
－
　
樋
口
　
三
好
み
つ
子

宰　　　　（頃末・松栄荘団地）
Ｊｌ■■ｌｌｌｌｌ■■ｌｌ‖■■ｍＩｌ■■Ｈｌｌｌｌｔ■川‖－■＝ｌｌ■ｔｌＨｌ■■ｌｌｌｌはｌ■ｌ

お

わ

び

と

訂

正

（
商
工
会
長
賞
）
き
は
ち
す
の
咲
き
韓
　
　
1
1
月
1
0
日
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、

人
の
一
部
落

1
新
生
街
　
平
川
紫
峰

（
俳
句
会
長
裳
）
秋
の
田
に
広
ご
る
祝

詞
鎮
座
祭
　
－
　
下
二
　
柳
語
千
賀
子

吟
朗
詠
の
会
の
師
範
は
「
大
師

何
Ｗ
」
と
「
師

金

」
で
す
。
つ

つ
し
ん
で
訂
正
し
、
お

す
。

い
た
し
ま

0申込み受付12月5日－14日
0申込み用紙。案内書は役場にあります。梅ノ木団地1戸建住宅を分譲

藩
卑
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□
発
行
人
　
水
巻
町

伊

門

2＿

0

1

［

4

3

2

1

邪

　

制

　

令

12月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、3、4、7、16、18区）、猪熊

2日　頃末（1、2、7、10区）、林住宅、富田
三垣添、猪鮨

3日　頃宋唐熊県任（22、23区）、富田二6区、

吉田三5区、猪熊

4日　頃末唐熊県任（22、24区）、君田二御輪地
（1、2区）、富田三（2、5、6区）、

新生街、頃末（15、25区）、猪熊

5日　吉田二御輪地、苦閏三（1、2、3、5、

6、11区）、猪熊、15日まわり
7日　吉田三緑風園、頃末松栄荘、頃末18区、頃

末（奥の一・、奥の二）

8日　頃末（17、19、20、21区）、頃宋松栄荘、

美吉野、頃末（奥の一、奥の二）
9日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、美富野、頃末
6

．
し

11、14区）

10日．吉田一（片山、川端通り）、苫田二（川端

通り、水村）、二、下二、美吉野、頃宋（
6、11、14区）

11日　沼田二（3、5、6区、滑石、宮尾、本村、

御輪地、大橋、県道筋）、二、古賀、新生

衛

12日　吉田二（3、4、6、9区、大橋、県道筋、
イワゼ町住）、蟄田一（3区、月夜待）、

一高ノ下、机社宅、古賀、机
14日　下二町住、二町住、吉田一（3区、商店街）

吉田三（車返し）、営ノ下
15日　富田団地（37－43陳、46－52棟）、ニ町狂、

樋口（卯月、中樋口）

16日　吉田田地（19－22、28～36、44～45、53－
57、72、94－101枚）、樋口

17日　宮田田地（3－6、8－10、16－18、23－

27、60－65、83－85、102－・113棟）、猪鮨

18日　吉田団地（1、2、7、11～15、66－71、

73、76～82、86～93、105、108棟）

19日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、猪

熊町住、15日まわり
21日　二（野間町住）、富田二（本村）

住、15日まわり

22日　二、伊左座、樋口（赤水〕

23日　二（1、2区）、下二（4、10区、双葉荘）

伊左座（3、5区）

待　避24日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）
考
亀
は
Ｌ
″
〃
〃
Ｈ
Ｈ
、
ノ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｎ
“
ハ
ｈ
Ｈ
Ｙ
ん
〃
Ｈ
Ｍ
Ｉ

合
　
資
　
会
　
社

日
　
日
二
日
　
Ｒ
【

■

－

Ｕ

 

Ｇ

　

7

　

8

2

　

2

　

2

　

へ

′

ｌ

樋口（川端通り）

みずほ団地、猪熊、樋口

みずほ団地、猪熊

臨時汲取

臨時汲取

7

か

月

児

健

診

▽
日
時
　
1
2
月
1
4
日

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

Ｖ
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
　
5
6
年
4
月
1
日
か
ら
5
月
3
1

日
ま
で
に
生
れ
た
乳
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

▽
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳

胃

が

ん

検

診

▽
日
時
　
1
2
月
1
日

8
時
3
0
分
～
1
0
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
横
（
1
1
月
1
0
口
号

広
報
掲
載
の
場
所
）

▽
料
金
　
国
保
加
入
者
　
　
　
五
百
円

そ
の
他
・
一
般
　
千
五
百
円

▽
人
数
　
7
0
名
に
な
り
次
第
〆
切
り
ま

す
。

1
歳
6
か
月
児
健
診

▽
日
時
　
1
2
月
7
日
、
2
1
日

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

見

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

老

　

人

　

検

　

診

▽

日

時

　

1

2

月

8

日

、

1

1

日

1

0

時

～

1

1

時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
方

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

保
健
指
導

母
子
手
帳
の
交
付

▽

日

時

　

1

2

月

7

日

、

2

1

日

　

1

0

時

（
時
間
厳
守
の
こ
と
）

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
に
つ
い
て
、

検
診
結
果
の
説
明

母
子
手
帳
の
使
い
方
な
ど

▽
持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん

貨
の
山
誓
摘
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
2
月
7
日
、
2
1
日

1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

◎
特
別
相
談
所
を
開
設

1
2
月
4
円
か
ら
1
0
日
ま
で
の
人
権
週

間
に
あ
た
り
、
町
社
会
福
祉
協
鶉
会
で

は
、
1
2
月
1
4
日
法
務
局
小
倉
支
局
及
び

遠
賀
福
祉
事
務
所
担
当
職
良
を
招
い
て

特
別
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
帝
は
か
た
く
守
り

ま
す
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
4
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
相
談
員
　
法
務
局
小
倉
支
局
職
員
、

遠
賀
福
祉
事
務
所
職
員

人
権
擁
護
委
員

▽
相
談
内
容
　
人
権
、
名
誉
侵
害
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
離

婚
、
遺
産
相
絞
、
交
通
革

故
、
婦
人
相
談
、
日
常
生

活
上
の
心
酎
ご
と
な
ど

第
1
7
回
遠
賀
郡

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

▽
期
日
　
1
2
月
1
3
日
　
1
0
時
ス
タ
ー
ト

▽
場
所
　
岡
垣
中
学
夜
前

▽
種
目
　
5
短
＝
①
中
学
生
⑧
6
0
歳
以

上
⑧
女
子
　
1
0
短
＝
①
高
校
生
⑧
一

般
㊥
4
0
歳
④
5
0
歳

▽
申
込
み
方
法

種
目
、
氏
名
、
年
令
、
住
所
を
記
入

し
参
加
料
（
中
学
生
5
0
円
・
高
校
生

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご

寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

机　　　　故梶ＬＬｌ　武殿　　嘱山　英明殿

みずほ団地　　故古米　深雪殿　　古米　千歳殿

水巻短歌会より文化祭短歌会を言己念してご寄贈

がありました。

3
0
0
円
・
一
般
4
0
0
円
）
を
添
え
て
、
1
1

月
3
0
日
ま
で
に
水
巻
町
教
育
委
員
会

へ
申
込
み
下
さ
い
。

町営遠賀霊園の見学案内
0ご希望の方は無料で送迎いたします。

（需09329・3・2355）へお電話下きい。


